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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年6月14日(2012.6.14)
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【年通号数】公開・登録公報2011-029
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  33/08    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  51/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月25日(2012.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）芳香族ポリカーボネート、芳香族ポリエステルカーボネートまたはそれらの混合物
、
　Ｂ）
　　Ｂ．１）成分Ｂに対して５０～１００重量％の、Ｃ１－～Ｃ１０－アルキル、シクロ
アルキルまたはアリールエステル基を有する、アルキルまたはアリールメタクリレートお
よび／またはアルキルまたはアリールアクリレート、またはこれらのモノマーの混合物、
　　Ｂ．２）成分Ｂに対して０～２０重量％の、成分Ｂ．１）以外のアクリル酸またはア
ルキルアクリル酸化合物および／またはマレイン酸化合物、および
　　Ｂ．３）成分Ｂに対して０～５０重量％のビニル芳香族化合物、
の（コ）ポリマー
　Ｃ）グラフトポリマー、および
　Ｄ）任意的な添加剤、
を含む組成物であって、
　成分Ｂ）の（コ）ポリマーが、重量平均分子量Ｍｗ（ＴＨＦ中、４０℃においてポリス
チレン標準を用いてＧＰＣにより測定）２５，０００～７０，０００ｇ／ｍｏｌを有する
ことを特徴とする、
組成物。
【請求項２】
Ａ）成分Ａ）を４０～９３重量部、
Ｂ）成分Ｂ）を５～４０重量部、
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Ｃ）成分Ｃ）を２～４０重量部、
Ｄ．１）潤滑剤および離型剤を０～５重量部、
Ｄ．２）帯電防止剤および／または伝導性添加剤を０～５重量部、
Ｄ．３）安定剤を０～５重量部、
Ｄ．４）着色剤および顔料を０～７重量部、
Ｄ．５）無機充填剤および補強材を０～１０重量部、
Ｄ．６）防炎剤を０～５重量部、
Ｄ．７）タレ防止剤および防炎助剤を０～２重量部、および
Ｄ．８）さらなる重合性またはオリゴマーの化合物を０～１０重量部、
但し、何れの重量部も、成分Ａ）、Ｂ）およびＣ）の合計重量部に対する重量部である、
を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　成分Ｂ）の（コ）ポリマーの、ＴＨＦ中、４０℃においてポリスチレン標準を用いてＧ
ＰＣにより測定した場合における、数平均分子量に対する重量平均分子量の割合（Ｍｗ／
Ｍｎ）が１～２．５である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　成分Ｂが、
Ｂ．１）成分Ｂに対して８０～１００重量％の
　Ｂ．１．１）メチルメタクリレートを成分Ｂ．１に対して８０～１００重量％、
　Ｂ．１．２）メチルメタクリレート以外の、（メタ）アクリル酸Ｃ１－Ｃ１０－アルキ
ルエステル、（メタ）アクリル酸Ｃ５－Ｃ１０－シクロアルキルエステルまたは（メタ）
アクリル酸アリールエステルの少なくとも１種を、成分Ｂ．１に対して０～２０重量％、
と、
Ｂ．３）スチレンまたはｐ－メチルスチレンを、成分Ｂに対して０～２０重量％と、
の（コ）ポリマーである、
請求項１～３いずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、防炎剤（Ｄ．５）、そしてタレ防止剤および防炎助剤（Ｄ．６）を含ま
ない、請求項１～４いずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１～５いずれかに記載の組成物を含む成形物。
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